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追加施設名 所在地
塩山郵便局 塩山上於曽326
勝沼郵便局 勝沼町勝沼1416
大和郵便局 大和町初鹿野1676-7

下岩崎郵便局 勝沼町下岩崎1966-1
神金郵便局 塩山上萩原471-2
松里郵便局 塩山上井尻669-6
東雲郵便局 勝沼町休息1560-5

塩山駅前郵便局 塩山上於曽1719-15
道の駅 甲斐大和 大和町初鹿野2248

〒404-8501 山梨県甲州市塩山上於曽1085番地1　☎0553-32-2111　℻0553-32-1818　ホームページアドレス／https://www.city.koshu.yamanashi.jp　メールアドレス／ info@city.koshu.yamanashi.jp
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人口と世帯

昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00
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 総務課 防災危機管理担当　☎0553-32-5041

二輪車事故防止の日

二輪車事故は、ひとたび事故が発
生した場合、死亡や重傷に至るお
そ れ が 高 い 事 故 で す。 夏 の 行 楽
シーズンには二輪車の利用が増加
しますので、安全運転の徹底と交
通マナーの遵守に努めましょう。

8
バ
月 1

イク
9 日は

「二輪車事故防止の日」です。

 環境課 環境対策担当　☎0553-33-4404

　市では、外出中に危険な暑さをしのげる一時避難場所と
して、市内の公共施設などを「涼み処」に指定・開放していま
す。
　今年度から、新たに市内の郵便局8局（簡易郵便局を除く）
および「道の駅 甲斐大和」と協定を締結し、利用できる施設
が34施設に増えました。
　真夏の外出時に暑さや体調不良を感じた際は、無理をせず

「涼み処」で休憩を取り、熱中症を予防しましょう。
※このほかの「涼み処」（全34施設）の一覧はこちらをご覧くだ
　さい。

「涼み処（クーリングシェルター）」に郵便局や道の駅が加わりました！

24時間以内に放送された
防災行政無線の内容を
確認できます。

いまの放送聞き逃した！
そんなときは…
☎0553-33-99000553-33-9900へ!
通話料がかかります

防災行政無線

有
料
広
告



甲州市の「ホット」なできごとを紹介します！

　7月8日、市の観光やモモ、ブドウ、ワインなどの特産品をPRする
「甲州市フルーツ娘」の委嘱式を行いました。フルーツ娘は昭和29
年に旧勝沼町で「ぶどう娘」として始まり、まちの観光産業等に大き
な役割を担ってきました。任期は2年間で、年間を通じて市内外で
行われる観光イベントやキャンペーンに参加するなど、市の魅力を
PRしていきます。

甲州市の魅力を発信
新たなフルーツ娘に11名を委嘱

　6月26日、本市出身で国立天文台の柴田雄博士が市内の全小中学
校16校および市立図書館4館に自身が出版に携わった「星と宇宙の
科学」を寄贈しました。本書は天体の動きや暦などをマンガで分か
りやすく解説していて、暦に関しての理解を深めることができる内
容となっています。寄贈いただいた図書は子どもたちの科学の学習
に活用させていただきます。

　6月16日、市はJR東日本八王子支社、㈱山梨中央銀行、沿線まるご
と㈱、やまなし地域デザイン㈱の5者で「甲州市勝沼地区を起点とし
た観光活性化の推進等に関する協定」を締結しました。本協定の締
結により、観光資源の魅力発信などの取り組みを進め、年間を通じた
勝沼地区の観光活性化を推進していきます。

「甲州市勝沼地区を起点とした観光活性化の
推進等に関する協定」を締結しました

“暦”をマンガでわかりやすく解説
柴田雄博士が図書を寄贈

　7月3日、4日、10日、11日の4日間、塩山駅南口で市商工会主催のビ
アガーデンが開催されました。駅前の賑わい創出を目的とし、地元
ブルワリーによるクラフトビールが販売され、地域おこし協力隊、駅
前の飲食店などが協力して実施しました。地元の友人関係や親子連
れのほか、県外在住の出身者や登山客などが訪れ、多くの来場者で賑
わいました。

塩山駅前に賑わいを創出
「ちっこい」地ビールナイトマーケット開催

　6月23日、令和8年度企業版ふるさと納税へのご寄附をいただき
ました、埼玉県川口市の山伸マテリアル株式会社様に感謝状を贈呈
しました。いただいたご寄附は、「甲州市まち・ひと・しごと創生推進
事業」の「甲州市への人の流れをつくる、地域経済創出事業」に活用さ
せていただきます。今後も企業の皆さまからのご寄附を募り、事業
の更なる推進を図っていきます。

『企業版ふるさと納税』感謝状を
贈呈しました（令和8年度寄附）

　「社会を明るくする運動」甲州地区推進委員会は、市内小中学校や
塩山駅、イベントなどでパンフレット等を配布する啓発活動を実施
しました。この活動は犯罪や非行を防止し、安全で安心な明るい地
域社会をつくることや、更生への理解を深め、立ち直りを支援するこ
とを目的に行われています。

「社会を明るくする運動」強調月間
市内各所で啓発活動を実施

　6月23日、市役所本庁舎でストリートピアノミニコンサートを開
催しました。市内の小中学生がクラシックをはじめとする楽曲を演
奏し、五重奏も披露されるなど、会場は美しい音色に包まれ、来場者
は演奏に耳を傾けていました。ストリートピアノは、市役所本庁舎
と市民文化会館に設置されており、どなたでも自由に演奏すること
ができます。

ピアノの音色が庁舎に響く
ストリートピアノミニコンサート

　6月22日、市教育委員会とウォータースタンド㈱は「SDGs教育の推
進及び熱中症対策に向けた協定」を締結しました。この協定により、
市内小学校3校に5台のウォータースタンドが設置されました。マイ
ボトルを持参してウォータースタンドで給水することにより、熱中症
対策だけでなく、プラスチックごみの削減につながり、児童の環境意
識の醸成につながることが期待されます。

熱中症予防も環境に配慮を
「SDGs教育の推進及び熱中症対策に向けた協定」を締結

　7月1日から5日間、友好親善都市エイムズ市との国際交流事業として、エイムズ市中学生訪問団が甲州市を訪れました。滞在期間中は恵林寺や
甘草屋敷を見学したほか、塩山中学校で書道などを通じて親睦を深めました。ホストファミリーとの交流会では太鼓の演奏にもチャレンジする
など、さまざまな体験や伝統文化に触れ、感銘を受けていました。今後もさらなる交流と親睦を深めていきます。

国際交流の輪が広がる　友好都市エイムズ市訪問団
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　子育てしやすい住環境づくりを支援するため、令和8年4月1日～令和9年3月31日の間に支払った市内
における新築住宅・中古住宅の取得費用（当該期間内に引渡しを受けたものに限る）、リフォーム費用（当
該期間内に工事が完成したものに限る）、引越費用の一部について補助します。

子育て世帯住宅取得支援補助金の給付について
～子育て世帯の住まいの夢、応援します～

 政策秘書課 地方創生担当　☎0553-32-5037

補助対象世帯
次の1～3のすべてに該当していることが必要です。
1.	令和3年4月1日～令和7年12月31日の間に結婚ま
たはパートナーシップ宣誓（以下「結婚等」という。）
をした世帯（A世帯）、または、令和8年1月1日～令
和9年3月31日の間に結婚等をした世帯（B世帯）

2.	結婚等の日におけるお二人の年齢が39歳以下か
つお二人の合計所得（取得できる最新年度の所得
証明書の額）が500万円未満

3.	18歳以下の子どもを養育している（妊娠中含む）
補助金の上限額
A世帯

（新築住宅）
・結婚等の日において、お二人のいずれも29歳以下
の世帯　60万円

・上記以外の39歳以下の世帯　30万円
（中古住宅またはリフォーム）
・結婚等の日において、お二人のいずれも29歳以下

の世帯　90万円
・上記以外の39歳以下の世帯　60万円

B世帯
（中古住宅またはリフォーム）
・結婚等の日において、お二人のいずれも39歳以下
の世帯　30万円※
※結婚等新生活支援補助金との併用が可能です。

申請期間
8月3日（月）～令和9年3月31日（水）
※予算の上限に達した時点で受付を終了する場合がありますの
で、申請される方はお早めにお願いします。

●申請方法
補助の対象になるか確認をしますので、申請の前に
必ず事前相談をお願いします。確
認後、市ホームページまたは政策
秘書課窓口にて申請書類を取得し
提出してください。

詳細はこちらから

市ホームページ

 政策秘書課 地方創生担当　☎0553-32-5037

　結婚またはパートナーシップ宣誓（以下「結婚等」という。）を機に甲州市で新生活を開始する世帯を対
象に、経済的不安を軽減できるよう、結婚等に伴う費用（住宅取得費用、住宅賃借費用、リフォーム費用、引
越費用）の一部について補助します。

結婚等新生活支援補助金の給付について
～結婚等に伴う新生活を応援します～

補助対象世帯　次の要件すべてに該当する方
①令和8年1月1日から令和9年3月31日までの間に
結婚等をされたお二人で、共に39歳以下かつお二
人の合計所得が500万円未満の世帯

②次のいずれかを受講すること
・結婚や子育てについて学ぶ講座（ライフデザイ
ン支援）

・妊娠・出産に向けた健康づくりについて学ぶ講
座（プレコンセプションケア）

・医療機関や保健師への妊娠・出産に関する相談
・夫婦（パートナー）で協力して家事・育児を行う
ための講座（共家事・共育て）

・その他、市が認める結婚・妊娠・出産・家庭生活に
関する取組

※これらの講座はオンライン受講・動画視聴でも問題ありま
せん。

補助金の上限額
結婚等の日において、お二人のいずれも29歳以下の
世帯　60万円
上記以外の39歳以下の世帯　30万円
申請期間
8月3日（月）～令和9年3月31日（水）
※予算の上限に達した時点で受付を終了する場合がありますの
で、申請される方はお早めにお願いします。

申請方法
補助の対象になるか確認をしますので、申請の前に
必ず事前相談をお願いします。確
認後、市ホームページまたは政策
秘書課窓口にて申請書類を取得し
提出してください。
※詳細はお問い合わせください。

詳細はこちらから

市ホームページ
組合ホームページ https://www.ysc-yamanashi.or.jp
※インターネット環境をお持ちでない方は、組合までお問い合わせください。

　市の入札参加資格審査は、山梨県市町村総合事務組合で共同処理しており、令和9・10年度分の資格審査を下
記のとおり行います。資格取得を希望する場合は、電子申請受付期間内に必ず申請し、申請書類提出期間に必ず
関係書類を提出（郵送等）してください。申請を行わず資格を取得できなかった場合は、1年後に予定する令和9
年度中間審査（令和10年度分）まで資格を取得することができません。
定期審査実施内容公開 9月1日（火）　※組合ホームページに掲載します。　
申請期間 9月28日（月）～10月22日（木）
申請書類提出期間 10月26日（月）～11月18日（水）
	 ※申請および申請書類提出の期間外は受付できませんのでご留意ください。

審査対象職種 【建設工事】【測量・建設コンサルタント等業務】
 【物品製造・役務提供等】
※職種【建設工事】の申請において、審査基準日が、令和7年4月1日～令和8年3月31日の間の経営規模等評価結果通知書（経審）の提
出が必須となっています。事前に経審の取得（更新）をお願いします。

定期審査にかかる事業者説明会
開催日 9月14日（月）、18日（金）　各日2回：午前の部・午後の部
定員 各回100人 ※定員になり次第受付終了となります。
会場 山梨県自治会館（甲府市蓬沢1-15-35）
申込方法 やまなしくらしねっと電子申請サービス
　資料 9月1日（火）に組合ホームページに掲載しますので、参加者それぞれで印刷してご持参ください。
※申し込み状況により、参加日を調整させていただきます。	※開催案内（詳細）は、8月3日（月）に組合ホームペー
ジに掲載します。

令和8年度入札参加資格定期審査（令和9・10年度分）を実施します

 山梨県市町村総合事務組合 業務課（山梨県自治会館2階）　☎055-268-3446

　豊かな自然に囲まれ、美味しいフルーツやワイン、温かい地域の人々に恵まれた甲州市。近年、移住を検討さ
れる方が増えています。また、そういった方から「実際に移住をされた方の話を聞きたい」との声が多く寄せら
れています。
　そこで市では、移住を検討している方の疑問に答え、甲州市でのリアルな暮らしの魅力を伝え、不安を解消す
るため、相談に乗ってくださる「移住サポーター（先輩移住者）」を募集します！
　「移住して良かったこと」「最初はここが大変だった」「お気に入りのスポット」など、あなたの体験談を、未来の
市民へ届けてみませんか？
主な活動内容
・移住希望者からの相談への対応（オンラインや対面での面談、メール等）
・市が開催する移住フェアや相談会への同席・体験談の発表
・移住検討者への地域案内（お気に入りの場所の紹介など）
※ご自身の都合や得意な範囲での活動で構いません。無理のない範囲でご協力をお願いします。※ご対応いただく際は、基本的に
市職員も同席させていただきます。（謝礼等はございません。）

対象となる方
・市外から甲州市に移住（Uターン・Iターン・Jターン）してから概ね1年以上5年以下の方
・甲州市での暮らしを楽しんでおり、移住促進に協力いただける方
お申し込み方法
下記のメールアドレス宛てに、必要事項をご記入の上ご連絡ください。折り返し、詳しいご案内をお送りいたし
ます。
・件名（タイトル）： 移住サポーター希望
・本文必要事項： ①氏名、②住所、③電話番号、④移住してからの年数、⑤趣味や特技、移住希望者に伝えたいこと等

あなたの甲州らいふを次の方へ！「移住サポーター」を募集します！

 政策秘書課 地方創生担当　☎0553-32-5037　 iju@city.koshu.yamanashi.jp

詳細はこちらから
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健康診断のすすめ

いきいきライフ通信

健康診断のすすめ

医師の診察
直接診察することで、様々
な症状を発見します。

糖代謝の検査
糖尿病の可能性を発見します。
血糖が高い状態は動脈硬化を引
き起こす可能性があります。

脂質の検査
コレステロールや中性脂肪が高
い状態では、動脈硬化の進行や
血管が詰まり、脳卒中や心臓病
へ移行する可能性があります。

循環器の検査
心臓・血管・腎臓などの異
常の発見につながります。
高血圧は動脈硬化を引き
起こします。

腎臓の検査
腎炎、腎機能低下など腎臓
病の発見につながります。

肝臓の検査
肝硬変や肝がんの発見に
つながります。

　「特定（基本）健診」は、まだ自覚症状がない段階で潜在している病気や健康リスクを早期に発見するこ
とを目的として行われる「予防のための健診」です。

●特定（基本）健診でわかること

令和6年度 甲州市特定健診受診率　58.5%　

　 甲州市は健診受診率が全国と比べても高水準であり健康意識が高いまちと言えます。（県受診率平均
49%）病気は自覚症状なく進行することが多く生活習慣病予防や健康づくりのためにも毎年健診を受け
て体の変化に早く気づくことが大切です。 ※特定健診受診率：甲州市国保加入者（40～74歳）を対象に算出 

県内の市では2位！惜しい！

●特定（基本）健診は

ちゅーもく
自己負担金

国保加入者/75歳以上
0円

健幸ポイントこうしゅう※

健診コース20P対象
検査時間

約1時間

※健康づくりに取り組み50ポイント貯めると500円券と交換できます。詳細は市ホームページ、広報6月号を参照

  健康増進課 保健事業担当　☎0553-34-5436

（1）総合健診（詳細はP7～9）

（2）国保個別医療機関健診（詳細はお問い合せください）※国保加入者 ※20～74歳（75歳誕生日前日まで）

（3）国保人間ドック（詳細はお問い合わせください）※個人負担金あり、定員1,200名（先着順）

●次の方法で特定健診が受けられます

令和8年5月の医療費
国保連診療報酬請求額基準

	 2億5,082万円（前年同月比	△982万円）
	 3万5,040円（前年同月比	+139円）

市の医療費全体
市の1人当たり医療費

総合健診のお知らせ
令和8年度総

合
健
診
の
お
知
ら
せ

　高血圧、糖尿病などの生活習慣病の予防、がんの早期発見のため、市では年に一度の健診をお勧めして
います。
　なお、5月に実施しました甲州市健康診断希望調査で「総合健診で受診する」と回答された方には、
8月中に回答用紙等（総合健診受診票）を郵送します。
　予約票に記載されている指定日・指定時間をお守りください。都合が合わない場合は変更の連絡をお
願いします。
　回答のなかった方で受診を希望する場合は、事前申込が必要です。申込のない場合は、混雑状況によ
り受診できないことがありますのでご注意ください。

託児コーナー
ご利用ください
※事前予約が必要です。

■健 診 日　11月5日（木）、11月7日（土）
■場 所　甲州市民文化会館 3階 茶会室
■受付時間　午前9時、9時30分、10時
■定 員　各日10名（定員になり次第締め切り）　
■申込期間　8月12日（水）から総合健診対象日の3日前まで
■申 込 先　健康増進課 健康企画・地域医療担当　☎0553-32-5014

●予約票
●回答用紙（記入してお持ちください）※当日の項目変更も可能です。
●マイナ保険証または資格確認書（※社会保険加入者のみ）
●基本（特定）健診受診券：甲州市国民健康保険で20歳～74歳の方

※社会保険扶養の方も特定健診受診券が必要となります。健康保険証の発行元にご確認ください。
●後期高齢者質問票：75歳以上の方（記入してお持ちください）
●自己負担金

健診受診時の持ち物

健康増進課 健康企画・地域医療担当(☎0553-32-5014)へご連絡ください。
指定された健診日・時間の変更、新規申込

●前日の夕食は午後9時までにすませ、当日は飲食をしないでください。
※特に胃がん、腹部超音波検診は当日に飲食していると検査できません。

●高血圧や心臓病の薬を継続して服用している方は、少なめの水（コップ1杯以下）で服用してきてくだ
さい。

●糖尿病の薬を内服中（注射含む）の方は検査当日の服用について、必ず主治医にご相談ください。
　なお、糖尿病の薬を空腹で服用することは絶対におやめください。

※糖尿病や肥満症治療薬を使用中の方は、医療機関の判断により胃がん検診を受診できない場合があります。
●基本健診（特定健診）を受けられる方は、尿検査がありますので、出かける前に排尿しないでください。

※検査キットがお手元に届いている方は朝一番の尿を採取し、健診会場で提出してください。
●妊娠中または、その可能性がある方は、胃がん検診、肺がん・結核検診、乳がん検診、骨粗鬆症検診は受

診できません。
●体調がすぐれない場合は受診を見送り十分に回復してからの受診をお願いします。なお、咳やくしゃ

み等の症状がある方は不織布マスクの着用をお願いします。

総合健診受診時の注意事項

がんに次いで多い死因の心疾患や脳血管疾患は動脈硬化が要因となる病
気で生活習慣病が引き金となります。早期に見つけ改善することが未来
の健康につながります！
死因／2位 心疾患（高血圧症を除く） 14.1%、4位 脳血管疾患 6.4%
※出典：厚生労働省「令和6年（2024）人口動態統計（確定数）の概況」

Q 生活習慣病は気づかないうちに命に関わる病気を引き起こす？│A 正解

令和6年度は甲州市国保加入者のうち
男性の約半数が健診を受けてません

実は危険かも!!

特に
40代、50代
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■内容　身体計測、血圧、血液検査、尿検査、医師の診察等 ※対象年齢は、令和9年3月31日時点の年齢です。

〈 基本（特定）健康診査 〉

医療保険の種類 受診の際の注意点 自己負担金
甲州市国民健康保険 「基本健診受診券」をお持ちください。 無料

国保以外の医療保険 職場等で受診の機会がない方。「マイナ保険証」または「資格確認
書」をお持ちください。 1,000円

20～39歳の方【基本健康診査】

医療保険の種類 受診の際の注意点 自己負担金
甲州市国民健康保険 「特定健診受診券」をお持ちください。 無料

甲州市国保以外
 の医療保険

加入者本人 総合健診では受けられません。（お勤め先での健診となります）

被扶養者

医療保険者から「特定健診受診券」を発行された方のみ対象
となります。加入している医療保険によっては受診できな
い場合があります。
○受診には「マイナ保険証」または「資格確認書」と、「特定健

診受診券」が必要です。
○特定健診受診券等の詳細は、ご加入の医療保険者（健康保

険証の発行元）にご確認ください。

ご加入の医
療保険ごと
で違います

40～74歳の方【特定健康診査】

検診名 対象年齢 自己負担金 内容・注意点
胃がん検診 41歳以上 800円 バリウムを飲んで胃や食道をレントゲンで撮影します。

大腸がん検診 41歳以上 300円 便潜血検査　事前に自宅で2日間、便をとって当日提出します。

肺がん・結核検診
（胸部レントゲン）

41～64歳 200円 胸部をレントゲンで撮影します。肺がんや肺結核、心肥大などを見
つけます。
◎65歳以上の方は、年に1回の結核検診が義務付けられています。65歳以上 無料

腹部超音波検診 20歳以上 600円 肝臓、胆のう、膵臓、脾臓、腎臓、腹部大動脈などを画像で調べます。

肝炎ウイルス検診
（B型・C型肝炎）

40～74歳
※1 無料

採血でB型およびC型肝炎ウイルスに感染しているか調べます。
※1 今年度中40歳になる方、あるいは41～74歳で受けたことのない方、輸血歴等があ

り検査が必要と認められる方

骨
こつそしょうしょう

粗鬆症検診 40～70歳
※2 300円 腕の骨で骨密度を測定します。

※2 40,45,50,55,60,65,70歳の女性（骨粗鬆症治療者は除きます。）

乳がん検診 41歳以上
※3 900円

マンモグラフィ検査
※3 41歳以上で前年度に市が実施する乳がん検診を未受診の方
〇事前予約が必要です。（定員に空きがあれば当日申込もできます

が、予約者が優先されます）詳細は下記「乳がん検診申込方法」を
ご覧ください。

〈 がん検診など 〉　■対象年齢に該当する市民の方が対象です。医療保険は関係ありません。
※対象年齢は、令和9年4月1日時点の年齢です。

75歳以上の方【基本健康診査】 どなたでも受診できます。（自己負担金：無料）

日付
対象地区 乳がん検診

（予約者優先） 送迎実施日 会場
月 日 曜日

8
月

26 水 大和 ● ● 大和ふるさと会館

28 金 下於曽 ●
甲州市民文化会館

29 土 下於曽 ●

9
月

1 火 赤尾/下萩原 ●

甲州市民文化会館
2 水 奥野田 ● ●

24 木 上於曽/一ノ瀬高橋/落合 ● 一ノ瀬高橋/落合のみ

25 金 上於曽 ●

10
月

6 火 勝沼 ●
勝沼市民会館

7 水 東雲 ● ●

8 木 上塩後/下塩後 ●
甲州市民文化会館

9 金 市内全地区対象 ●

16 金 祝/東雲 ● ●
勝沼市民会館

17 土 勝沼/菱山 ● ●

20 火 大藤 ● ●

塩山ふれあい館

21 水 玉宮 ● ●

22 木 神金 ● ●

23 金 千野 ● ●

24 土 松里 ● ●

25 日 市内全地区対象 ●

27 火 市内全地区対象 ●
勝沼市民会館

28 水 市内全地区対象

11
月

4 水 松里（井尻） ● ●

甲州市民文化会館

5 木 市内全地区対象★託児あり ●

6 金 市内全地区対象

7 土 市内全地区対象★託児あり ●

8 日 市内全地区対象 ●

■受付時間　午前8時15分～10時30分健診日程・会場

※乳がん検診は予約者優先です。定員が限られていますので、予約なしの場合受診できない可能性があります。
※送迎は地区指定の健診日に、指定地区市民のみ利用できます。ご希望の方は各健診日の10日前までにお申し込みくだ

さい。
※結果説明会対象者にはご案内はがきを郵送しますのでお越しいただけますようお願いします。また、対象でない方に

は結果表を郵送します。健診後は結果を踏まえて生活習慣の改善や必要に応じて医療機関の受診が大切です。
※健診当日の天候等により、中止になる場合があります。
※中止の場合は、ホームページ、LINE、個別連絡を予定しています。

乳がん検診申込方法
■申込期間 8月12日（水）～各健診日の前日まで
  （健康診断希望調査で申し込んだ方は不要です。）　　
■申 込 先 健康増進課
■定 員 1会場 マンモグラフィ25名または50名以内

※希望調査票で「総合健診で受ける」を希望した
方は、申込みは完了しています。

〇乳がん検診を受診する場合は他の検査も検査
着着用となります。必ず上着をご用意ください。

〇当日は乳がん検診受診票をご持参ください。 総合健診に関すること　健康増進課 健康企画・地域医療担当　☎0553-32-5014
 特定健診および健診結果に関すること　健康増進課 保健事業担当　☎0553-34-5436
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パパママクラス参加者募集パパママクラス参加者募集

 健康増進課 健康づくり担当　☎0553-33-7812

　市では、これから赤ちゃんを迎える妊婦さんとそのパートナーの方を対象に、パパママクラスを開催しています。
　赤ちゃんとの生活を安心してスタートできるよう、妊娠中の過ごし方や赤ちゃんのお世話について学びます。ママ
向けのストレッチ体験や、パパ向けの出産・育児についてのお話も予定しています。
　同じ時期に出産を迎える方との交流の場にもなりますので、ぜひご参加ください！
　パパとママお二人での参加はもちろん、お一人での参加も歓迎しています。

サイダーを使ったフルーツポンチです。暑い夏にはシュワッとした炭酸とフルーツの相性
バッチリ！お好みの缶詰を加えたりアイスクリームやゼリーをのせてみるのもおすすめです。

おすすめコメント

①フルーツを食べやすい大きさに切る。
②深めの器に盛りつけてサイダーを入れる。
　甘さが足りない場合は、ガムシロップやはちみつを加える。
　缶詰を使った場合は、そのシロップを足して調整する。
③トッピングにさわやかな香りのミントをのせて出来上がり。

 作り方 

 材料（4人分） 
・ブドウ････････････････････ 8粒
・サイダー･･･････････････ 200ml
・パイナップル（缶詰）････････ 2枚
・バナナ････････････････････ 1本

・オレンジ･･････････････････ 4房
・桃･･････････････････････ 4切れ
・キウイ････････････････････ 1個
・いちご････････････････････ 4個

旬のフルーツを使ってこどもと作ろう♪『シュワッとさわやかフルーツポンチ』
上西、上塩後、下塩後、下於曽地区の食改さんおすすめレシピ

日　程 	 9月12日（土）、12月19日（土）、令和9年3月13日（土）	※内容は3回とも同じです。ご都合の良い日にご参加ください。
時　間 	 午前10時～正午（午前9時45分受付開始）
場　所 		 塩山保健福祉センター	2階
持ち物 	 母子健康手帳、筆記用具、水分補給の飲み物
内　容 	 ・赤ちゃん人形を使って抱っこやおむつ替え、着替えの体験
	 ・自宅で簡単にできるストレッチ
	 ・栄養満点おにぎりの試食会
	 　（妊娠期に必要な栄養素を取り入れたおにぎりをパパに伝授します！）

申込み 	 事前に二次元コードからお申し込みください	
	 （キャンセルの場合は電話でご連絡ください）

申込はこちら

8月はひとり親家庭医療費受給資格者証の更新月です

〇9月以降の受給者証について
・8月24日（月）までに提出し、認定となった方には、9月から使用できるように送付します。
・8月25日（火）以降に提出し、認定となる方は順次発送します。

■提出先　　子育て支援課（勝沼・大和支所への提出は不可）
■提出期間　8月3日（月）〜31日（月）

　提出が必要な方には、7月下旬に「お知らせ」と「申請書」を送付しました。必ず期間内に受給者ご自身が提
出してください。未提出の場合は9月以降、資格停止となります。

●「ひとり親家庭医療費受給資格更新申請書」の提出について

8月は児童扶養手当受給者証の更新月です

■提出先　　子育て支援課（勝沼・大和支所への提出は不可）
■提出期間　8月3日（月）〜31日（月）

　提出が必要な方には、7月下旬に「お知らせ」と「現況届」を送付しました。必ず期間内に受給者ご自身が提
出してください。未提出の場合は11月以降の手当が支給停止となります。

●児童扶養手当「現況届」の提出について

　児童扶養手当受給開始（事由発生日）から5年経過された方は、一部支給停止となります。適用除外の対象
になる方には6月下旬に通知を送付しました。児童扶養手当の「現況届」とあわせて「一部支給停止適用除外
事由届出書」を提出してください。

●「一部支給停止適用除外事由届出書」の提出について

甲州市児童センター、親子館では、今月も親子活動をします。たくさんの親子の参加をお待ちしています♪

 利用対象 　未就学の子どもとその保護者　　　 開館時間 　午前9時30分～午後1時30分

甲州市児童センター　親子館イベント情報

各館イベント情報

※お誕生日イベントも常時開催しています（予約不要）。各館で手形ができます。お子さんの成長記録にいかがですか。
　プレゼントも用意しています。8月お誕生日のお友だち、集まれ!!
※詳細は、各館にお問い合わせください。

3日（月）～7日（金） しゃぼん玉で遊ぼう！ 東雲ふれあい親子館（☎0553-44-3723）

17日（月）～21日（金） ゴーゴーかめさん 塩山北児童センター（☎0553-33-7800）

24日（月）～28日（金） カラフル虫めがねで遊ぼう 塩山南児童センター（☎0553-33-7900）

 子育て支援課 こども支援担当　☎0553-32-5081
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高齢者の助っ人

 介護支援課 高齢者支援担当　☎0553-34-5434　  甲州市地域包括支援センター　☎0553-32-5600

専門職の仲間と一緒に鬼退治ならぬ“老
おい

”退治しませんか？
令和8年度 ももたろう塾

　「辞めてしまっていた趣味をもう一度始めたい」
　「今よりもう少し遠くまで歩けるようになりたい」と思うことはありませんか。
　『ももたろう塾』は、健康運動指導士、管理栄養士、理学療法士、歯科衛生士が専
門的にアドバイスを行ってくれる短期集中型の通所サービスです。筋力や機能
向上を目的とした運動に加えて、個別の体操プログラムや口腔体操、食事内容、栄
養バランスのメニューをそれぞれの状態に合わせて専門家がアドバイスします。

各専門職がA子さんに適したメニューを作成し、A子さんもご自身で自主トレーニングに取り組みました。

ももたろう塾に参加してそれぞれの「目標」にチャレンジしてみませんか？

対象者 　要支援1・2認定者および基本チェックリストで該当した方（事業対象者）
開催日時 　毎週金曜日 午前9時30分～11時30分
期　間 　概ね3ヵ月（最長6ヵ月）
送　迎 　送迎希望者は、無料送迎あり
利用料 　1回200円 ※見学は1回のみ無料

参加希望の方は事前の相談が必要です。下記の問い合わせ先にご連絡ください。

3ヵ月後：両膝の痛みが軽減し、立ち上がりから歩くまでがスムーズに行えるようになりました。
6ヵ月後：ふらつきが減るなどバランス機能が向上しました。
その結果、支えなしで歩くことできるようになり、畑で野菜づくりができるようになりました。

各専門職の情報から
A子さんの状態を
全体で捉えます。

健康運動指導士

口腔機能を評価して、お口のケアや
口腔体操の方法をお伝えし、しっか

り食べることを目指します。

歯科衛生士

食事について一緒に考え
丈夫で健康的な体づくりを

ご支援します

管理栄養士

身体機能の状態を評価して、自主
トレーニングメニューをお伝え
し、身体機能の向上を図ります。

理学療法士

目 標
「畑で野菜を作り、元気に過ごしたい」

A子さん

A子さん
最近、膝が痛いけど

「畑で野菜をつくりたい」

 介護支援課 介護保険担当　☎0553-32-5066
 地域包括支援センター　 ☎0553-32-5600

高齢者の暮らしと介護についてのアンケート調査結果について（5）
　令和7年11月に実施した「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」の結果から今回は、「健康について」を紹介します。

　現在の幸せ度では、「8点」が20.3%で最も多く、平
均値は7.4点となっていました。
　また、健康状態と幸福度の関係をみると、「とても
よい」、「まあよい」と回答した方ほど、幸福度が高い
傾向にありました。
　“健康”と思えることは、“うつ”や“認知機能”、
“口腔機能”、“転倒”などのリスクの低減につながる
と言われています。元気なうちから自分の健康につ
いて考え、健康づくりや疾病予防、介護予防に関心を
持つことが重要です。

あなたは、現在どの程度幸せですか。（「とても不幸」を0点、「とても幸せ」 を10点）Q

 市民課 国保・年金担当　☎0553-32-5173

甲州市国民健康保険
『限度額適用認定証』『限度額適用・標準負担額減額認定証』『限度額適用認定証』『限度額適用・標準負担額減額認定証』
の更新申請を忘れずに!の更新申請を忘れずに!
　病院や薬局等の窓口に提示すると、ひと月の同じ医療機関での支払いが一定の限度額までとなる「限度額適用認定証（非
課税の方は限度額適用・標準負担額減額認定証）」の有効期限が7月31日（金）までとなっています。引続き必要な方は、市
窓口で更新の申請をお願いします。認定された場合、申請月の1日から有効な「認定証」を発行します。また新たに「認定証」
の交付を希望する方も、随時、市窓口にて申請をしてください。
※マイナ保険証を利用することにより、事前の手続きなく、高額療養費制度における限度額を超える支払いが免除となります。
※限度額は世帯の課税状況により異なります。
※国民健康保険税に未納がある世帯、または未申告の方がいる世帯は、認定できない場合があります。
※70歳以上の課税世帯の方で住民税課税所得が145万円未満の世帯および690万円以上の世帯の方は「資格確認書」を医療機関に提示するだ

けで、自己負担限度額までの支払いとなるため「認定証」は必要ありません。該当状況が不明な場合はお問い合わせください。
※今年度から更新の勧奨通知は送付しません。

■申請に持参するもの
●届出人の本人確認書類（運転免許証等）
●世帯主および発行対象者のマイナンバーのわかるもの（マイナンバーカード、通知カード等）
●別世帯の方が届出の場合は、本人からの委任状
●住民税非課税世帯の方で、過去1年間の入院期間が91日以上の方は、食事代が更に減額されます。
　申請時に入院期間を確認できる書類（入院証明や領収書等）が必要です。
※今回所得区分の変更により新たに「区分オ・低所得者Ⅱ」になられた方は、8月1日以降で通算入院日数が91日以上の場合に申請が可能となり

ますので、ご了承ください。

■申請場所　市民課 国保・年金担当／勝沼支所 市民福祉・地域担当／大和支所 市民福祉・地域担当

あなたは、現在どの程度幸せですか

0%

5%

10%

15%

20%

25%

2.7

18.6

11.0

20.3
17.9

8.9

15.6

2.32.0
0.50.1

無回答10点9点8点7点6点5点4点3点2点
0.0

1点0点
n=960

とても不幸 とても幸せ

「まあよい」が69.6%と最も多く、次いで「あまりよくない」が14.9%、
「とてもよい」が12.7%、「よくない」が1.3%となっていました。

現在のあなたの健康状態はいかがですか。Q
現在のあなたの健康状態

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=960 12.7 69.6 14.9 1.3 1.6

■とてもよい　■まあよい　■あまりよくない　■よくない　■無回答
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　市では令和9年度入学予定児童（令和2年4月2日生～令和3年4月1日生）を対象に就学時健康診断を行
います。
　対象者には、詳しい内容の通知を8月に保護者あてに郵送しますので、お手元に届かない場合や内容等
が不明な場合は教育総務課までご連絡ください。
　また、入学予定学校ごとに、実施日が異なりますのでご確認ください。就学時健康診断を受けた後に、
各入学予定学校に移動して発達検査を行います。

※塩山南小学校のA、Bどちらのグループになるかは保護者あての通知に記載しますので、ご確認ください。

実施日 9月10日（木）

受付場所 塩山保健福祉センター	

対象者

塩山南小学校入学予定児童	Aグループ 受付	午後1時30分～2時

塩山南小学校入学予定児童	Bグループ 受付	午後2時～2時30分

大藤小学校入学予定児童

受付	午後1時30分～2時

神金小学校入学予定児童

玉宮小学校入学予定児童

松里小学校入学予定児童

井尻小学校入学予定児童

実施日 9月30日（水）

受付場所 勝沼市民会館

対象者

塩山北小学校入学予定児童

受付 午後1時30分～2時奥野田小学校入学予定児童

大和小学校入学予定児童

勝沼小学校入学予定児童

受付 午後2時～2時30分
祝小学校入学予定児童

東雲小学校入学予定児童

菱山小学校入学予定児童

令和9年度小学校入学予定児童の「就学時健康診断」のお知らせ

 教育総務課 学校教育担当　☎0553-32-1412

■日 時	 10月18日（日）午前9時～午後4時　　
■出店場所	 市役所本庁舎東側駐車場、塩むすび
■出店資格	 市内の事業者または市内で活動している団体（NPO、組合、福祉施設等）
■出 店 料	 出店負担金として、飲食ブースは18,000円、キッチンカーは15,000円、
	 体験・物販ブースは13,000円をご負担いただきます。

※金銭の授受のない場合などは負担金の一部または全部を減免します。　
※キッチンカー出店を除き、机2台、イス2脚を用意します。テント、消火器等は各自でご用意ください。

■出店申請	 詳細は市ホームページをご確認ください。なお、出店申請書等の提出書類は市ホーム
ページからダウンロードするか、観光商工課窓口でお受け取りください。
※申請者多数の場合は、実行委員会において選考させていただきます。また、出店をお断りさせていただく場合
がありますのでご了承ください。

■申請期限	 8月14日（金）必着

第21回甲州市およっちょい祭り出店者の募集

 甲州市およっちょい祭り実行委員会事務局（甲州市観光商工課内）　☎0553-32-5091

●内容・定員
　コース1：農業簿記基礎コース（全2回）	定員30名
　コース2：パソコン簿記入門コース（全4回）	定員20名
※受講者のうち希望する方には、個別経営相談・農業経営改善計画
の作成支援を随時行います。　　　

●対　象
峡東地域の認定農業者、認定新規就農者、認定農業者に
なることが確実と見込まれる方のうち、コースごとに定
める対象者の要件を満たす方。
※両コースとも原則全日程に参加できる方を対象とします。

コース1：以下のいずれかに該当する方
①経営改善に意欲的に取り組む方
②パソコン簿記入門コース受講前に農業簿記の基礎的
な知識の習得を必要とする方

※過去にご受講いただいた方につきましても、テキストのご購入を
お願いしています。

コース2：以下の方
①本年度の農業簿記基礎コースを受講した方
※パソコン簿記入門コースは同一内容で継続的に実施しているた
め、多くの方に受講機会を確保する観点から、受講は1回限りと
し、再受講は受け付けていません。

※なお、受講にはソリマチ農業簿記ソフトが必須となります。
※研修会はソフトをインストールしたパソコンをご持参いただき、

操作しながらの講習になります。
※過去に基礎コースの受講履歴がある方は、特例として本年度の基
礎コースの受講は免除します。

●開催日程
コース1：10月21日（水）、10月28日（水）

	 午前9時30分～午後4時（予定）
コース2：11月～令和9年2月

	 午前9時30分～午後4時（予定）
●場　所
東山梨合同庁舎	1階	101会議室
（塩山上塩後1239-1）
●テキスト代

コース1：2,125円、コース2：2,420円
※テキストの価格が変更になる場合があります。
※受講者決定後（（1）は10月9日（金）以降、（2）は11月6日（金）以
降）のキャンセルは、テキスト代をご負担いただきます。

●申込締切　9月30日（水）　
●申込方法　申込フォームからお申し込みください。	
※詳細は峡東農務事務所ホームページをご覧いただくか、お問い合
わせください。

※希望者多数の場合は、受講できな
い場合がありますのでご了承くだ
さい。

 峡東農務事務所（峡東地域普及センター）
☎0553-20-2707　 0553-20-2709　 kt-noumu@pref.yamanashi.lg.jp

　　　　　　　　　峡東農務事務所ホームページ　https://www.pref.yamanashi.jp/kt-noumu/

　パソコンでの複式簿記記帳を学び、我が家の経営改善に役立ててみませんか。
　今までの農業経営を見直し、今後の経営改善を目指す方を対象に、農業経営改善研修会を開催します。

令和8年度峡東地域農業経営改善研修会（農業簿記）　受講者募集

申込はこちら
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手話紹介コーナー

 福祉総合支援課 障害福祉担当 ☎32-5067

右手でこぶしを作って、左腕を
トントンと2回たたきます。

【ポイント】 
「おつかれさま」という気持ち
を込めた表情も加えましょう。

おつかれさま今月の手話

～手話をやってみよう!～

 税務課 収納担当　☎32-5074

お忘れにならないようご注意ください。

※口座振替の方は、8月31日（月）に振替えますので、前日ま
でに残高をご確認ください。

※納税相談を税務課収納担当窓口にて随時行っています。

88月月3131日（月）日（月）が納期限です。

市県民税・森林環境税第2期および
国民健康保険税第2期の納期限について

お
知
ら
せ
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計
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計
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む
）

※ 

太
陽
光
パ
ネ
ル
と
架
台
を
屋
根
材
と
し

て
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、家
屋
に
含
ま

れ
る
た
め
申
告
は
不
要
で
す
。

● 

申
告
区
分

 

法
人・個
人
事
業
主
は
、売
電・自
家
消
費

に
関
わ
ら
ず
償
却
資
産
の
対
象
と
な
る

た
め
、申
告
が
必
要
で
す
。

 

個
人（
住
宅
用
）で
も
、10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以

上
を
売
電
す
る
場
合
は
、償
却
資
産
の
対

象
と
な
り
、申
告
が
必
要
で
す
。

※ 

固
定
資
産
税・
都
市
計
画
税
の
概
要
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

税
務
課 

資
産
税
担
当

☎
32
‐
５
０
６
５

T h e  S o c i a l  S e c u r i t y  a n d  T a x  N u m b e r  S y s t e m

1 夜間・休日窓口のご案内夜間・休日窓口のご案内 予約制  〈平日・日中の来庁が難しい方向け〉

日　時 　毎週水曜日（午後7時まで）および8月9日（日）午後１時～５時
場　所 　市役所本庁舎 1階 市民課

手続きの内容 　マイナンバーカードの申請、交付、更新、暗証番号の再設定
予約方法 　希望日の前開庁日までに電話でご予約ください。

 市民課 住民記録・戸籍担当　☎0553-32-5061

　市職員が訪問し、顔写真の撮影と申請を無料でサポートします。また、申請時に本人確認等の必要な条件
を満たせば、できあがったカードを本人限定受取郵便でご自宅へ郵送します。

対象者  1  75歳以上で外出が困難な方　 2  乳幼児（0～6歳までの未就学児）  
 3  障害者手帳等をお持ちの方 　 4  介護保険の要介護・要支援認定を受けている方　等
訪問日時  1  月～金曜日(祝日を除く)午前9時30分～午後4時30分　 2  休日開庁日（８月９日）午後1時～4時

2 『マイナンバーカード出張申請サポート』について『マイナンバーカード出張申請サポート』について 予約制

　病気や身体の障害等のやむを得ない理由により本人の来庁が難しい場合は、できたカードを行政書士が代
理で受領し本人にお渡しするサービスも行っています。代理受領には条件がありますので、個別に相談対応
させていただきます。
実施期間 　令和9年2月26日（金）まで

行政書士による申請サポート・代理受領について行政書士による申請サポート・代理受領について

注意事項
●甲州市民で申請日から約2ヵ月以内に市外に転出予定がない方が対象です。
●希望日の1週間前までに電話で予約をお願いします。　
●当日は申請者本人が訪問場所にいてください。
●身体を動かすことが困難な方は、介助者等の同席をお願いします。
●公用車の駐車スペースの準備をお願いします。

※持ち物等、詳細はお問い合わせください。

支所でできる手続き
●マイナンバーカードの電子証明書の更新（有効期限通知書が届いたときなど）
●暗証番号の初期化・再設定・変更（暗証番号がロックされてしまったときなど）
●券面記載事項の変更（転居や結婚などで住所や氏名が変わったとき）

申込方法 　希望日の前開庁日までに電話でご予約ください。
※完全予約制ではありませんので予約無しでも手続きできますが、あらかじめご予約いただくとスムーズです。

申込先
●勝沼支所 市民福祉・地域担当　☎0553-44-1111　　●大和支所 市民福祉・地域担当　☎0553-48-2111

注意事項
●マイナンバーカード本体の交付や申請等の手続きは、市役所本庁舎市民課のみとなります。
●代理人の手続きは即日できない場合があります。
●持ち物・代理人のお手続き等詳細はお問い合わせください。

3 勝沼･大和支所でもマイナンバーカードに関する手続きができます勝沼･大和支所でもマイナンバーカードに関する手続きができます 予約優先制

マイナンバーカードに
関するお知らせ

相

　談

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o n

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

17 広報こうしゅう 1616令和 8 年 8 月令 和 8 年 8 月



厚生労働省
ウェブサイト

有
料
広
告

高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

 

高
額
療
養
費
制
度
は
、ひ
と
月
に
医
療
機

関
に
支
払
っ
た
額
が
高
額
に
な
っ
た
場

合
に
、上
限
額
を
超
え
て
支
払
っ
た
額
を

払
い
戻
す
制
度
で
す
。
８
月
か
ら
高
額

療
養
費
制
度
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
見
直
し
で
は
、所
得
区
分
ご
と
の

自
己
負
担
限
度
額
の
変
更
に
加
え
、長
期

に
わ
た
り
治
療
が
必
要
な
方
の
負
担
に

配
慮
す
る
た
め
の
年
間
の
上
限
額
が
新

設
さ
れ
ま
す
。

見
直
し
の
内
容
は
年
齢
や
所
得
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
や
具

体
的
な
変
更
内
容
は
、厚
生
労
働
省
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ご
自
身

が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
か
ら
の
お

知
ら
せ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※ 

令
和
９
年
度
に
も
見
直
し
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

※ 

制
度
の
内
容
は
、今
後
の
国
の
方
針
等
に

よ
り
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

市
民
課 

国
保・年
金
担
当

☎
32
‐
５
１
７
３

障
害
者
福
祉
に
関
す
る
各
種
手
当

 

障
害
の
程
度
に
応
じ
て
、障
害
の
あ
る
方

や
そ
の
家
族
に
、各
種
手
当
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎ 

特
別
児
童
扶
養
手
当

身
体
ま
た
は
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障

申
込
不
要

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

 

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、認
知
症
の
ご
本
人

と
そ
の
家
族
、高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

ご
家
族
、ま
た
は
地
域
の
方
な
ど
誰
も
が

気
軽
に
参
加
で
き
、集
え
る
場
所
で
す
。

飲
み
物
を
片
手
に
お
互
い
に
情
報
交
換

や
交
流
を
し
た
り
、認
知
症
に
詳
し
い
専

門
職
ス
タ
ッ
フ
に
、認
知
症
の
こ
と
や
介

護
の
こ
と
、日
々
の
生
活
で
心
配
な
こ
と

な
ど
を
相
談
し
た
り
し
な
が
ら
、ゆ
っ
く

り
と
し
た
時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。

 

８
月
13
日（
木
） 

毎
月
第
２
木
曜
日

 

午
前
10
時
～
正
午

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

第
３
会
議
室

 

１
０
０
円（
飲
み
物・お
菓
子
代
）

 

介
護
支
援
課 

高
齢
者
支
援
担
当

☎
34
‐
５
４
３
４

社
会
福
祉
法
人
光
風
会 

光
風
園

☎
33
‐
７
５
１
１

「
知
ら
せ
る・伝
え
る
甲
州
市
の
広
報
展
」

を
開
催
し
ま
す

 

甲
州
市
の
広
報
誌「
広
報
こ
う
し
ゅ
う
」

は
平
成
17
年
11
月
の
創
刊
号
か
ら
毎
月

発
行
し
、
今
号
で
２
５
０
号
を
数
え
ま

す
。
広
報
誌
は
甲
州
市
で
暮
ら
す
う
え

で
役
立
つ
情
報
を
多
く
掲
載
し
て
い
ま

す
が
、広
報
誌
の
魅
力
を
発
信
し
、広
報

誌
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
、広
報
展
を
開
催
し
ま
す
。
市
町
村

合
併
前
の
広
報
誌
の
歴
史
や
閲
覧
コ
ー

ナ
ー
等
、
楽
し
く
学
べ
る
展
示
会
で
す
。

害
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
父
母
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

● 

障
害
の
程
度

お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級

程
度（
下
肢
障
害
な
ど
は
一
部
４
級
）で

あ
る
方
。
療
育
手
帳
Ａ
‐
１
～
Ｂ
程
度

の
知
的
障
害
、ま
た
は
同
程
度
の
精
神
障

害
の
あ
る
方
。

● 

手
当
月
額

 

１
級（
重
度
） 

５
万
８
，４
５
０
円

 

２
級（
中
度
） 

３
万
８
，９
３
０
円

※ 

障
害
の
程
度
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

◎ 

障
害
児
福
祉
手
当

身
体
ま
た
は
、精
神
に
重
度
の
障
害
が
あ

る
た
め
、日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
在
宅
の
20
歳
未
満
の
児

童
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

● 
障
害
の
程
度

お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度

（
両
手
指
欠
損
な
ど
は
一
部
２
級・
内
科

的
疾
患
も
含
む
）で
あ
る
方
。
療
育
手
帳

Ａ
‐
２
a
程
度
の
知
的
障
害
、
ま
た
は

同
程
度
以
上
の
精
神
障
害
の
あ
る
方
。

● 

手
当
月
額 

１
万
６
，５
６
０
円

◎ 

特
別
障
害
者
手
当

身
体
ま
た
は
、精
神
に
著
し
く
重
度
の
障

害
が
あ
る
た
め
、日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の

20
歳
以
上
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

● 

障
害
の
程
度

お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度

（
視
覚・聴
覚
障
害
な
ど
一
部
２
級
）の
異

な
る
障
害
が
２
つ
以
上
あ
る
方
。
最
重

度
程
度
の
知
的
障
害
、ま
た
は
同
程
度
以

上
の
精
神
障
害
の
あ
る
方
。

● 

手
当
月
額
　
３
万
０
，４
５
０
円

※ 

い
ず
れ
の
手
当
も
、施
設
等
に
入
所
し
て

い
る
場
合
や
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
、　

支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

８
月
１
日（
土
）～
30
日（
日
）

※ 

月
曜
日
、祝
日
は
休
館
日
で
す
。

 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

甲
州
市
民
文
化
会
館

１
階 

歴
史
民
俗
資
料
室

 

生
涯
学
習
課 

公
民
館
担
当

☎
32
‐
１
４
１
１

水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
ま
す

 

計
量
法
に
基
づ
き
、一
定
の
期
間
を
経
過

し
た
水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
ま
す
。

該
当
す
る
ご
家
庭
に
は
、委
託
業
者
が
交

換
作
業
に
伺
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
交
換
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は
、

事
前
に
文
書
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※ 

メ
ー
タ
ー
交
換
に
よ
る
、お
客
様
の
費
用

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

交
換
期
間 

９
月
～
10
月
の
間

● 

委
託
業
者

甲
州
市
水
道
事
業
協
力
会
14
社

㈲
秋
山
設
備
、塩
山
ヒ
タ
チ
商
会
、

㈲
橘
田
総
合
サ
ー
ビ
ス
、
第
一
設
備
㈱
、

㈲
田
中
設
備
工
業
所
、平
間
工
業
所
、

㈲
日
栄
工
業
、㈲
早
川
建
材
設
備
、

㈲
堀
内
設
備
、㈲
岩
間
商
興
、

㈲
エ
ー
ス
、㈲
ラ
イ
フ
興
産
、

三
森
建
設
㈱
、㈱
平
成
設
備（
順
不
同
）

 

上
下
水
道
課 

総
務
担
当

☎
32
‐
５
０
７
７

◎ 

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手

当
、障
害
児
福
祉
手
当
、福
祉
手
当
を
現

在
受
給
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

８
月
は「
所
得
状
況
届
」の
提
出
月
で

す
。
こ
れ
は
、手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
の
前
年（
令
和
７
年
中
）の
所
得
状
況

な
ど
を
調
査
し
、引
き
続
き
手
当
の
受
給

資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
も

の
で
す
。

届
出
の
用
紙
は
該
当
者
に
直
接
送
付
し

ま
す
の
で
、必
要
事
項
を
記
入
の
上
、提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

受
付
期
間

８
月
12
日（
水
）～
９
月
11
日（
金
）

※ 

期
間
内
に
提
出
が
な
い
場
合
は
、 

支
給

が
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

福
祉
総
合
支
援
課 

障
害
福
祉
担
当

☎
32
‐
５
０
６
７

日
本
赤
十
字
社
会
費
募
集
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

 

日
本
赤
十
字
社
は
、
国
内
災
害
救
護
を

事
業
の
柱
と
し
て
、国
際
救
援
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
や
応
急
手
当
を
学
べ
る

講
習
会
の
実
施
な
ど
、「
苦
し
ん
で
い
る

人
を
救
う
」た
め
の
組
織
で
す
。
赤
十

字
の
活
動
は
、
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
く「
会
費
」に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

市
で
は
、各
区
を
通
じ
た
お
願
い
や
、赤

十
字
奉
仕
団
員
が
各
戸
を
訪
問
し
て
の

お
願
い
を
し
ま
す
。
赤
十
字
の
活
動
の

充
実
の
た
め
、市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

既
に
会
費
募
集
が
終
了
し
た
地
域
の
皆

令
和
８
年
度
下
水
道
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す

 

下
水
道
は
、河
川
や
湖
な
ど
公
共
用
水
域

の
水
質
汚
濁
防
止
の
た
め
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
へ
の
理

解
と
関
心
を
深
め
、下
水
道
の
普
及
啓
発

を
図
る
た
め
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を

開
催
し
ま
す
。

● 

募
集
内
容

下
水
道
の
建
設
、促
進
お
よ
び
そ
の
効
果

に
関
す
る
も
の
。
ポ
ス
タ
ー
に
は
必
ず

「
下
水
道
」の
文
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

画
用
紙（
サ
イ
ズ
は
自
由
）を
用
い
て
く

だ
さ
い
。

● 

応
募
資
格

小
学
校
４
～
６
年
生

● 

提
出
方
法

 

市
内
小
学
校
に
通
学
し
て
い
る
児
童
は
、

通
学
し
て
い
る
小
学
校
へ
提
出

 

市
外
小
学
校
に
通
学
し
て
い
る
児
童
は

上
下
水
道
課
へ
提
出

※ 

作
品
の
裏
面
に
学
校
名
、学
年
、氏
名
を

明
記
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
作
品
全
点
を
山
梨
県
下
水
道
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
送
付
す
る
た
め
、作

品
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

● 

提
出
期
限
　
９
月
２
日（
水
）

● 

作
品
展
示

市
役
所
本
庁
舎 

１
階 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※ 

応
募
作
品
全
点
の
掲
示
を
予
定

● 

展
示
期
間

　 

９
月
９
日（
水
）～
15
日（
火
）

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※ 

９
月
15
日
は
午
後
４
時
ま
で

 

上
下
水
道
課 

下
水
道
担
当

☎
32
‐
５
０
７
８

さ
ま
に
つ
き
ま
し
て
は
、ご
協
力
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

福
祉
総
合
支
援
課

重
層
的
支
援・地
域
福
祉
担
当

☎
32
‐
５
０
２
７

自
動
運
転
タ
ク
シ
ー
の

実
証
運
行
に
つ
い
て

 

県
と
市
で
は
、先
進
技
術
の
活
用
に
よ
る

持
続
可
能
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
検
証
の
た

め
、勝
沼
エ
リ
ア
を
モ
デ
ル
地
域
と
し
て

自
動
運
転
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行
を
行

い
ま
す
。
９
月
か
ら
準
備
運
行
を
開
始

し
、そ
の
後
、３
ヵ
月
程
度
の
一
般
運
行

を
行
う
予
定
で
す
。

　 

今
年
度
は
、運
転
者
が
乗
車
し
安
全
性
を

確
保
し
た
上
で
運
行
を
行
い
ま
す
。
地

域
の
皆
さ
ま
に
は
、ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※ 

運
行
の
詳
細
は
、あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

 

都
市
整
備
課 

都
市
計
画
担
当

☎
32
‐
５
０
７
２

 

県
地
域
デ
ザ
イ
ン
･
新
交
通
基
盤
推
進

局 

地
域
･
次
世
代
交
通
推
進
グ
ル
ー
プ

☎
0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
6
5
9

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

 

放
送
大
学
は
心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴

史
、
文
学
、
情
報
、
自
然
科
学
な
ど
を

B
S
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
学
べ

る
通
信
制
の
大
学
で
す
。

幅
広
い
授
業
科
目
が
１
科
目
か
ら
学
べ

ま
す
。

● 

出
願
期
間

第
１
回
　
８
月
31
日（
月
）ま
で

第
２
回
　
９
月
９
日（
水
）ま
で

※ 

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

 

放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
５
１
‐
２
２
３
８

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」
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有
料
広
告

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

 

浄
化
槽
の
管
理
者
に
は
、浄
化
槽
の
維
持

管
理
と
し
て
法
定
検
査
、保
守
点
検
、清

掃
の
３
つ
が
浄
化
槽
法
で
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

県
で
は
今
年
度
、法
定
検
査
を
受
検
し
て

い
な
い
方
を
対
象
と
し
て
個
別
に
受
検

案
内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

受
検
案
内
を
受
け
取
ら
れ
た
方
は
、検
査

機
関
で
あ
る
山
梨
県
浄
化
槽
協
会
に
申

し
込
み
い
た
だ
き
、速
や
か
に
検
査
を
受

け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

浄
化
槽
は
適
切
な
維
持
管
理
を
行
わ
な

い
と
、浄
化
機
能
が
低
下
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
汚
物・
汚
水
が
水
路
等
へ
流
出
す

る
こ
と
に
よ
る
水
質
汚
濁
や
、悪
臭
の
原

因
と
な
る
な
ど
近
隣
の
迷
惑
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

浄
化
槽
は
適
切
な
維
持
管
理
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、そ
の
機
能
が
充
分
に
発
揮
さ

れ
ま
す
。
良
好
な
水
環
境
の
維
持
の
た

め
、法
定
検
査
、保
守
点
検
、清
掃
を
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。

 

環
境
課 

環
境
対
策
担
当

☎
33
‐
４
４
０
４

 （
一
社
）山
梨
県
浄
化
槽
協
会

☎
０
５
５
‐
２
２
５
‐
５
１
１
８

 

県
森
林
環
境
部 

大
気
水
質
保
全
課

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
５
１
１

令
和
８
年
度
自
衛
官
等
採
用
案
内

● 

募
集
種
目・受
付
期
間

〇 

一
般
曹
候
補
生

予
約
不
要
・
無 

料

特
設
人
権
相
談
所
開
設

 

い
じ
め
、
親
族
間
ト
ラ
ブ
ル
、
差
別
、
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
、児
童
虐
待
、ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
人
権
に
関
わ
る
相
談
等
を
人

権
擁
護
委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

※ 

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

 

８
月
18
日（
火
）

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
一
会
議
室

 

甲
州
市
民

 

総
務
課 

総
務
担
当

☎
32
‐
５
０
４
１

予
約
不
要
・
無 

料

こ
ど
も
家
庭
相
談

 

こ
ど
も・子
育
て
全
般
や
、児
童
虐
待
防

止
等
、家
庭
に
関
す
る
様
々
な
困
り
ご
と

の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　 

こ
ど
も
に
対
し
て
の
不
適
切
な
対
応
は
、

こ
ど
も
の
身
体
の
成
長
や
脳
の
発
達
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　 「
虐
待
か
も
」と
思
っ
た
ら
、こ
ど
も
を
救

う
た
め
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　 

あ
な
た
の
勇
気
が
こ
ど
も
を
守
る
大
き

な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

 

随
時

※ 

連
絡
者
の
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
。

　 

匿
名
で
の
連
絡
も
可
能
で
す
。

 

子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
相
談
担
当

☎
33
‐
２
２
０
３

32
‐
５
０
７
９

 

18
歳
以
上
33
歳
未
満

 

～
９
月
１
日（
火
）ま
で

〇 

予
備
自
衛
官
補

● 

一
般

 

18
歳
以
上
52
歳
未
満

● 

技
能

 

18
歳
以
上
で
国
家
資
格
を
有
す
る
者

 

～
９
月
10
日（
木
）ま
で

〇 

航
空
学
生

● 

海
上
要
員

 

18
歳
以
上
24
歳
未
満

● 

航
空
要
員

 

18
歳
以
上
24
歳
未
満

 

～
８
月
28
日（
金
）ま
で

〇 

防
衛
大
学
校
学
生

 
18
歳
以
上
21
歳
未
満

● 
推
薦
、総
合
選
抜

 
９
月
５
日（
土
）～
９
月
８
日（
火
）

〇 

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

 

18
歳
以
上
21
歳
未
満

● 

看
護
学
科（
自
衛
官
候
補
生
）

 

～
10
月
２
日（
金
）ま
で

● 

医
学
科

 

～
10
月
８
日（
木
）ま
で

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
１
５
９
１

相

　談

予
約
不
要
・
無 

料

合
同
相
談

 

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し

予
約
不
要
・
無 

料

消
費
生
活
相
談

 

消
費
生
活
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル（
電
話
詐
欺
や
架
空
請
求
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
等
）の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
困
り
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

 

甲
州
市
民
、山
梨
市
民

◎ 

甲
州
市
会
場

 

８
月
５
日（
水
）／
19
日（
水
）／

26
日（
水
）

 

市
役
所
本
庁 

１
階 

相
談
室（
市
民
課
内
）

◎ 

山
梨
市
会
場

 

８
月
４
日（
火
）／
18
日（
火
）／

25
日（
火
）

 

山
梨
市
役
所 

3
階 

消
費
生
活
相
談
窓
口

◎ 

甲
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
水
曜
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

 

甲
府
市
役
所 

本
庁
舎 

４
階

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

 

山
梨
市 

商
工
労
政
課 

商
工
労
政
担
当

☎
22
‐
１
１
１
１

 

甲
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
５
３
０
９

要
予
約
・
無 

料

あ
ん
し
ん
相
談

 

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
、
無
口
に

な
っ
た
、会
社
や
学
校
に
行
け
な
い
、家

族
関
係
や
友
人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な

い
な
ど
、心
の
悩
み
や
不
安
を
中
心
と
し

た
相
談
に
応
じ
ま
す
。

て
い
ま
す
。
行
政
、人
権
、家
庭
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
、こ
の
機
会
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

８
月
14
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
一
会
議
室

 

甲
州
市
民

 

総
務
課 

総
務
担
当

☎
32
‐
５
０
４
１

要
予
約

無
料
法
律
相
談

 

８
月
17
日（
月
）

 

午
後
１
時
30
分
～
５
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
一
会
議
室

 

甲
州
市
民

● 

定
員

　 

７
名（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※ 

８
月
５
日（
水
）～
14
日（
金
）の
間
に
電

話（
土・
日・
祝
日
を
除
く
）で
ご
予
約
く

だ
さ
い
。

※ 

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、ご
利
用
は
原
則
、年
度
内
１

人
１
回
限
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

総
務
課 

総
務
担
当

☎
32
‐
５
０
４
１

 

来
所
を
基
本
と
し
ま
す
が
、ご
事
情
に
よ

り
訪
問
等
の
対
応
も
行
い
ま
す
。

 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

そ
の
他
　
保
健
師
、社
会
福
祉
士
、精
神

保
健
福
祉
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
に
よ

り
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、必
要
と
判
断
さ

れ
た
場
合
に
は
精
神
科
医
師
の
対
応
も

可
能
で
す
。

※ 

精
神
科
等
の
医
療
機
関
の
紹
介
を
目
的

と
し
た
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５

32
‐
５
０
７
９

要
予
約
・
無 

料

も
の
忘
れ
相
談

 

最
近
も
の
忘
れ
し
や
す
く
な
り
心
配
な

方
や
、気
に
な
る
症
状
が
出
て
き
た
家
族

へ
の
対
応
方
法
な
ど
、日
下
部
記
念
病
院

の
認
知
症
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

８
月
21
日（
金
）

※ 

毎
月
第
３
金
曜
日
に
も
の
忘
れ
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

 

午
後
１
時
30
分
～

 

市
役
所
本
庁
舎

 

８
月
18
日（
火
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

 

介
護
支
援
課 

高
齢
者
支
援
担
当

☎
34
‐
５
４
３
４

予
約
不
要
・
無 

料

勝
沼・大
和
地
域
行
政
相
談

 

行
政
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、行
政
相
談

委
員
が
身
近
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

８
月
21
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

 

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー 

２
階 

会
議
室
A

 

甲
州
市
民

 

総
務
課 

総
務
担
当

☎
32
‐
５
０
４
１

予
約
不
要
・
無 

料

障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談

 

「
こ
れ
っ
て
障
害
者
差
別
で
は
？
」「
障
害

者
の
方
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
べ
き

か
？
」な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
専
門
の

相
談
員
を
配
置
し
て
お
り
、助
言
や
情
報
提

供
、関
係
者
間
の
調
整
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

 

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５

32
‐
５
０
７
９

要
予
約
・
無 

料

甲
府
年
金
事
務
所
出
張
相
談

 

年
金
請
求
手
続
き
、年
金
受
給
者
の
死
亡

に
関
す
る
手
続
き
、
年
金
加
入・
納
付
記

録
の
確
認
や
年
金
額
の
計
算
な
ど

 

８
月
27
日（
木
）

 

午
前
の
部
　
午
前
10
時
～
正
午

　 

午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
４
時

 

山
梨
市
役
所

 

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の（
年
金
手

帳
、年
金
証
書
等
）お
よ
び
本
人
確
認
書

類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許

証
等
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
代
理

人
の
方
が
お
越
し
の
場
合
は
、委
任
状
と

代
理
人
の
方
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

 

甲
府
年
金
事
務
所

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室
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申込はこちら

申込はこちら

申込はこちら

申込はこちら

企業版ふるさと納税として 10万円
株式会社ニットクさま（新潟県魚沼市）

訪問看護事業へ（訪問活動車）
故 武藤 玉枝さま

温かな善意
ありがとうございます。

予
約
不
要
・
無 

料

「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」強
化
週
間

 

学
校
に
お
け
る「
い
じ
め
」や
家
庭
内
に

お
け
る
児
童
虐
待
等
の
事
案
は
、依
然
と

し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
こ
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人

権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
人
権
相

談
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、実
施
し
ま
す
。

※ 

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

 

８
月
28
日（
金
）～
９
月
３
日（
木
）

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※ 

土・日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

● 

相
談
担
当
者

山
梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会「
子
ど
も

人
権
委
員
会
」所
属
人
権
擁
護
委
員
、甲

府
地
方
法
務
局
職
員

 

甲
府
地
方
法
務
局 

人
権
擁
護
課

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
２
３
９

要
予
約

土
地
の
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談

 

土
地
境
界
の
専
門
家「
土
地
家
屋
調
査

士
」と
法
律
の
専
門
家「
弁
護
士
」が
協

力
し
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
境
界
問

題
で
お
困
り
の
方
、ま
ず
は
お
電
話
く
だ

さ
い
。

※ 

電
話
で
の
ご
相
談
は
お
受
け
で
き
ま
せ

ん
。
相
談
は
有
料
で
す
。

 

境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

☎
０
５
５
‐
２
２
５
‐
３
７
３
７

講
座
・
教
室

要
申
込
・
無 

料

犬
の
し
つ
け
方
教
室・

猫
の
飼
い
方
教
室

 

犬
ま
た
は
猫
を
飼
お
う
と
考
え
て
い
る

方
、上
手
に
付
き
合
い
た
い
と
思
っ
て
い

る
方
に
向
け
て
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

※ 

飼
育
し
て
い
る
犬
、猫
の
同
伴
は
で
き
ま

せ
ん
。

 

８
月
23
日（
日
）

◎ 

猫
の
飼
い
方
教
室

 

午
前
10
時
～
正
午

（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
、
午
前
９
時

50
分
開
講
式
）

● 

講
師

　 

林 

文
明 

氏（
ノ
ア
動
物
病
院
院
長
）

◎ 

犬
の
し
つ
け
方
教
室

 

午
後
２
時
～
４
時

（
午
後
１
時
30
分
受
付
開
始
、
午
後
１
時

50
分
開
講
式
）

● 

講
師
　
小
川 

容
往 

氏（
日
本
ペ
ッ
ト

ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
ズ
協
会
会
員
）

 

御
坂
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

● 

定
員
　
各
50
名（
先
着
順
）

 

筆
記
用
具

 

８
月
19
日（
水
）ま
で
に
電
話
、窓
口
ま
た

は
L
o
G
o
フ
ォ
ー
ム
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

主
催
　
山
梨
県
動
物
愛
護
及
び
管
理
連

絡
協
議
会 

峡
東
支
部

 

環
境
課 

環
境
対
策
担
当

☎
33
‐
４
４
０
４

予
約
不
要
・
無 

料

介
護
と
ふ
く
し
の
相
談
窓
口

 

介
護
や
福
祉
に
関
す
る
制
度
や
ご
家
族

の
介
護
の
お
悩
み
な
ど
を
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
丁
寧
に
お
話
を
伺
い
、一
緒
に

解
決
の
方
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
疑
問
や
不
安
で
も
相
談

で
き
る
身
近
な
場
所
で
す
。
ど
こ
に
相

談
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
、と
迷
っ
た
と

き
に
は
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

入
浴
や
施
設
利
用
の
つ
い
で
に
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
け
ま
す
。

 

毎
週
木
曜
日

 
午
後
１
時
～
４
時

 
勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

 
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー

☎
39
‐
９
３
７
０

要
予
約

相
続
登
記
の
無
料
相
談
会

 

司
法
書
士
が
、
相
続
や
会
社
関
係
の
登

記
、土
地・建
物
の
名
義
変
更
、遺
言
、成

年
後
見
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

８
月
21
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

 

街
の
駅
や
ま
な
し

※ 

相
談
時
間
は
１
組
に
つ
き
40
分
以
内
。

※ 

書
類
の
作
成
指
導
や
審
査
は
行
い
ま
せ

ん
。

※ 

初
め
て
の
ご
相
談
に
限
り
ま
す
。

 

山
梨
県
司
法
書
士
会

相
続
登
記
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
３
７
６

要
申
込

甲
州
市
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

〈
８
月
の
活
動
〉

牛
の
乳
し
ぼ
り
体
験

 

牛
の
乳
し
ぼ
り
、ク
ッ
キ
ー
作
り
、他

 

９
月
12
日（
土
）　

※ 

雨
天
決
行

 

午
前
7
時
45
分
～
午
後
４
時

● 

集
合・解
散
場
所

市
役
所
本
庁
舎 

東
側
駐
車
場

● 

実
施
場
所

ま
か
い
の
牧
場

（
静
岡
県
富
士
宮
市
）

 

市
内
在
住
の
小
学
校
１
～
３
年
生

● 

定
員
　
20
名（
先
着
順
）

 

１
，５
０
０
円

 

８
月
３
日（
月
）～
28
日

（
金
）
の
間
に
L
o
G
o

フ
ォ
ー
ム
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修

 

海
岸
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
、野
外
炊
飯
等

 

９
月
22
日（
火・祝
）、23
日（
水・祝
）

集
合
　
22
日 

午
前
7
時
30
分

解
散
　
23
日 

午
後
5
時

※ 

雨
天
決
行

● 

集
合・解
散
場
所

市
役
所
本
庁
舎 

東
側
駐
車
場

● 

体
験
場
所
　
大
房
岬
自
然
の
家

（
千
葉
県
南
房
総
市
）

 

市
内
在
住
の
小
学
校
４
～
６
年
生

● 

定
員
　
15
名（
先
着
順
）

 

１
０
，０
０
０
円

 

８
月
３
日（
月
）～
28
日（
金
）の
間
に

無 

料

女
性
行
政
書
士
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談
会

 

女
性
行
政
書
士
に
よ
る
女
性
の
た
め
の

無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
員

は
全
員
女
性
の
行
政
書
士
で
す
。
こ
の

機
会
に
女
性
が
抱
え
る
様
々
な
お
悩
み

を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

相
談
内
容

①
遺
言
相
続
、成
年
後
見
、契
約
書
作
成
、 

　
農
地
利
用

②
法
人
設
立
、各
種
許
認
可
申
請
、

　
在
留
許
可
等

 

②
の
相
談
は
９
月
４
日（
金
）午
後
４
時

30
分
ま
で
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

 

９
月
11
日（
金
）

 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
午
後
３
時
30
分
受
付
終
了
）

※ 

相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

 

リ
ッ
チ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
総
合
市
民
会
館

３
階 

会
議
室
４

 

山
梨
県
行
政
書
士
会

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
２
６
０
１

イ
ベ
ン
ト

第
33
回
ふ
る
さ
と
大
和
夏
ま
つ
り

 

今
年
も
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い

あ
わ
せ
の
上
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

８
月
８
日（
土
）

 

午
後
６
時
30
分
～
８
時
40
分

L
o
G
o
フ
ォ
ー
ム
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

● 

主
催
　
甲
州
市
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ

ブ
実
行
委
員
会

 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
担
当

☎
32
‐
５
０
９
７

申
込
不
要
・
無 

料

甲
州
市
の
気
候
特
性
と「
い
の
ち
を
守
る
」

天
気
予
報
の
活
用
術

 

身
近
に
あ
る
天
気
予
報
に
つ
い
て
お
天

気
ク
イ
ズ
を
活
用
し
て
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
災
害
リ
ス

ク
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、防
災
行
動
の

知
識
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

 

９
月
５
日（
土
）

 

午
後
７
時
～
８
時
30
分

（
午
後
６
時
30
分
受
付
開
始
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

大
会
議
室

● 

講
師
　
米
津 

龍
一
氏

気
象
予
報
士・
防
災
士・
気
象
キ
ャ
ス

タ
ー（
Ｕ
Ｔ
Ｙ「
ス
ゴ
ろ
く
」に
出
演
中
）

 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
担
当

☎
32
‐
５
０
９
７

※ 

午
後
３
時
か
ら
軽
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
、

午
後
４
時
か
ら
屋
台
コ
ー
ナ
ー
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

※ 

雨
天
決
行

 

大
和
支
所
前
駐
車
場
お
よ
び
大
和
ふ
る

さ
と
会
館

 

ふ
る
さ
と
大
和
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
大
和
支
所
内
）

☎
48
‐
２
１
１
１

要
申
込
・
無 
料

「
新
N
I
S
A
制
度
を
正
し
く
学
ぼ
う
」

講
座

 

新
し
い
N
I
S
A
制
度
の
基
本
を
正
し

く
理
解
し
、「
投
資
は
怖
い・
わ
か
ら
な

い
」と
い
う
先
入
観
を
や
わ
ら
げ
、自
分

や
家
族
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

 

８
月
23
日（
日
）

 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

 

甲
州
市
民
文
化
会
館
３
階 

第
２
研
修
室

● 

定
員
　
20
名（
先
着
順
）

 

市
内
在
住・在
勤・在
学
の
方

● 

講
師
　
雨
宮 

美
嘉 

氏

（
山
梨
中
央
銀
行
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
サ
ポ
ー

ト
室
室
長
代
理
）

 

８
月
５
日（
水
）よ
り
L
o
G
o
フ
ォ
ー

ム
、電
話
ま
た
は
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
月
曜・休
館
日
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）

 

生
涯
学
習
課 

公
民
館
担
当

☎
32
‐
１
４
１
１

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相

　談

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

相

　談

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

23 22令 和 8 年 8 月広報こうしゅう



申込はこちら

申込はこちら

詳細はこちら

釈迦堂遺跡博物館だより

　縄
文
時
代
の
暮
ら
し
を
支
え
た
様
々
な

「
石
」の
道
具
た
ち
を
紹
介
す
る
企
画
展
を

開
催
し
ま
す
。

　現
代
の
私
た
ち
が
日
ご
ろ
利
用
し
て
い

る
道
具
た
ち
は
、金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

な
ど
様
々
な
素
材
か
ら
作
ら
れ
、生
活
を

便
利
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

素
材
が
限
ら
れ
て
い
た
縄
文
時
代
に
は

「
石
」が
多
用
さ
れ
、そ
の
特
徴
を
最
大
限

に
活
か
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　普
段
、
何
気
な
く
目
に
す
る「
石
」で
す

が
、縄
文
人
の
手
に
よ
っ
て
道
具
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
っ
た
姿
か
ら
、縄
文
人
の
暮

ら
し
ぶ
り
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。

● 

開
館
時
間

　 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　 （
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

● 

休
館
日

　

火
曜
日（
8
月
11
日（
火
）は
祝
日
の
た

め
開
館
、翌
日
12
日（
水
）は
休
館
）

● 

入
館
料

　 

一
般

　4
0
0
円

　 

小
中
高
生

　2
0
0
円

※
市
内
に
居
住
す
る
小
中
学
生
と
保
護
者

ま
た
は
引
率
者
1
名
は
無
料（
通
年
）

 

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　 

☎
47
‐
3
3
3
3

企
画
展

【Stone 

× T
O

O
LS

-

縄
文
人
の
石
と
の
付
き
合
い
方-

】

〇
展
示
期
間

　8
月
31
日（
月
）ま
で 

〇
会
場 

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館 

 

企
画
展
示
室

特定外来生物クビアカツヤカミキリの警戒のお知らせ

要
申
込
・
無 

料

体
幹
U
P
！「
ヨ
ガ
」講
座

 

ヨ
ガ
の
基
本
姿
勢
や
呼
吸
法
、瞑
想
な
ど

の
レ
ッ
ス
ン
を
体
験
し
ま
す
。

 

９
月
17
日（
木
）

 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 
２
階 
第
２
会
議
室

● 

定
員
　
10
名（
抽
選
制
）

 

市
内
在
住
、在
勤
の
方（
小
学
校
３
年
生

以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴
）

● 

講
師
　
高
木 

緑 

氏

　 （
Y
O
G
A
空
主
宰
）

 

飲
み
物
、フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、ヨ
ガ
マ
ッ

ト
、動
き
や
す
い
服
装
、体
温
調
整
用
の

羽
織
る
も
の

 

８
月
12
日（
水
）～
21
日（
金
）の
間
に

L
o
G
o
フ
ォ
ー
ム
、電
話
ま
た
は
窓
口

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
月
曜・
休
館
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）

※ 

抽
選
結
果
は
、８
月
25
日（
火
）以
降
、当

選
さ
れ
た
方
へ
連
絡
し
ま
す
。

 

生
涯
学
習
課 

公
民
館
担
当

☎
32
‐
１
４
１
１

要
申
込
・
無 

料

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う

「
ボ
イ
ト
レ
」講
座

 

プ
ロ
の
声
楽
家
に
よ
る
指
導
で
発
声・呼

吸
法
を
学
び
、歌
唱
力
ア
ッ
プ
。
仲
間
と

歌
う
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

要
申
込

シ
ニ
ア
向
け

デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス・ヨ
ガ
教
室

 

デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス
や
ヨ
ガ
を
楽
し
み
な

が
ら
健
康
維
持
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

内
容
は
デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス
教
室
が
基
礎

の
ス
テ
ッ
プ・
曲
に
あ
わ
せ
て
の
ダ
ン

ス
、
ヨ
ガ
教
室
が
や
さ
し
い
ヨ
ガ・
ス
ト

レ
ッ
チ
な
ど
で
す
。

ご
希
望
の
教
室
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス
教
室

 

10
月
14
日（
水
）、28
日（
水
）、

　 

11
月
18
日（
水
）、25
日（
水
）、

　 

12
月
９
日（
水
）、16
日（
水
）、

　 

令
和
９
年
１
月
６
日（
水
）、
20
日（
水
） 

全
８
回

 

午
後
２
時
30
分
～
４
時

● 

ヨ
ガ
教
室

 

10
月
９
日（
金
）、23
日（
金
）、11
月
13
日

（
金
）、27
日（
金
）、12
月
11
日（
金
）、

25
日（
金
）、
令
和
９
年
１
月
８
日（
金
）、

22
日（
金
） 

全
８
回

 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

 

塩
山
ふ
れ
あ
い
館

● 

定
員

デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス
教
室 

15
名（
先
着
順
）

ヨ
ガ
教
室 

12
名（
先
着
順
）

 

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

 

１
，０
０
０
円

 

９
月
18
日（
金
）ま
で
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
34
‐
８
１
９
５

 

９
月
９
日（
水
）

 

午
前
10
時
30
分
～
正
午

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

大
会
議
室

● 

定
員
　
20
名（
先
着
順
）

 

市
内
在
住
者
、在
勤
者

※ 

小
学
校
３
年
生
以
下
の
方
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。

● 

講
師
　
内
田 

里
美 

氏

（
内
田
声
楽
教
室 

主
宰
）

● 

曲
名
　
山
口 

百
恵「
コ
ス
モ
ス
」

 

飲
み
物
、動
き
や
す
い
服
装

 

８
月
６
日（
木
）か
ら
L
o
G
o
フ
ォ
ー

ム
、電
話
ま
た
は
窓
口
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
月
曜・休
館
日
を
除
く
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）

 

生
涯
学
習
課 

公
民
館
担
当

☎
32
‐
１
４
１
１

要
申
込

初
心
者
水
泳
教
室
を
開
講
し
ま
す

 

水
慣
れ
か
ら
ク
ロ
ー
ル・背
泳
ぎ
の
習
得

ま
で
、専
属
コ
ー
チ
が
指
導
し
ま
す
。

水
慣
れ
コ
ー
ス
と
ク
ロ
ー
ル・
背
泳
ぎ

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
開
講
し
ま
す
。

 

８
月
18
日（
火
）、19
日（
水
）、20
日（
木
）

 

午
前
10
時
～
11
時
20
分

● 

定
員
　
各
コ
ー
ス
10
名（
先
着
順
）

 

水
慣
れ
コ
ー
ス

　 

小
学
生
で
水
慣
れ
か
ら
バ
タ
足
を
習
得

し
た
い
方

 

ク
ロ
ー
ル・背
泳
ぎ
コ
ー
ス
　

　 

小
学
生
で
バ
タ
足
が
で
き
、ク
ロ
ー
ル・

背
泳
ぎ
が
25
ｍ
泳
げ
な
い
方

要
申
込

ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

 

ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
、地
域

で
誰
も
が
気
軽
に
集
ま
り
、〝
楽
し
く
〟

『
仲
間
づ
く
り
』や『
生
き
が
い
づ
く
り
』

を
行
う「
交
流
の
場
」で
す
。

地
域
で
サ
ロ
ン
を
始
め
た
い
方
や
趣
味

活
動
等
を
応
援
す
る
た
め
、「
ふ
れ
あ
い・

い
き
い
き
サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、興
味
の
あ
る
方

は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

８
月
27
日（
木
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

 

塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

● 

内
容

① 「
ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
っ
て
？
」

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

② 「
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
」

市
健
康
増
進
課 

保
健
師 

等

● 

定
員
　
25
名（
先
着
順
）

 

市
内
在
住
の
方

 

８
月
20
日（
木
）ま
で
に
電
話
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
34
‐
８
１
９
５

 

１
日
あ
た
り
２
，２
０
０
円

※ 

１
日
ご
と
お
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

※ 

連
続
し
て
参
加
す
る
場
合
、２
日
目
以
降

の
金
額
は
１
，６
５
０
円
に
な
り
ま
す
。

 

８
月
１
日（
土
）～
15
日（
土
）の
間
に
、電

話
で
ご
予
約
い
た
だ
き
、
窓
口
で
本
申

込・入
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

キ
ャ
ン
セ
ル
は
８
月
15
日（
土
）ま
で
は

全
額
返
金
、
16
日（
日
）ま
で
は
半
額
返

金
、17
日（
月
）以
降
は
返
金
し
ま
せ
ん
。

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

勝
沼
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
44
‐
１
７
０
０

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

● 

９
月
開
講
予
定

 

N
C
旋
盤
加
工
技
術

 

３
次
元
C
A
D
入
門

 

生
産
性
向
上
を
目
指
し
た
P
I
D
制
御

技
術
入
門

 

観
光
ガ
イ
ド
の
た
め
の
英
会
話

 

ワ
ー
ド
基
礎（
第
２
回
）

● 

10
月
開
講
予
定

 

３
次
元
C
A
D
応
用

 

ワ
ー
ド
応
用

 

エ
ク
セ
ル
基
礎（
第
２
回
）

 
T
O
E
I
C 

T
e
s
t
対
策
講
座

（
リ
ス
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
）

 

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

☎
32
‐
５
２
０
２

要
申
込
・
無 

料

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

技
能
講
習
の
お
知
ら
せ

◎ 

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習

 

季
節
の
寄
せ
植
え
を
中
心
に
園
芸
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
必
要
な
知
識
を
学
び
ま

す
。

 

11
月
10
日（
火
）

 

甲
州
市
内

● 

定
員
　
15
名

　 （
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
）

● 

申
込
み
締
切
り
　
９
月
10
日（
木
）

※ 

ま
ず
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎ 

整
理
収
納・清
掃・接
遇
講
習

「
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２
級
資
格
」

修
了
証
交
付

 

整
理
収
納
の
コ
ツ
や
身
近
に
あ
る
も
の

で
の
清
掃
方
法
、終
業
時
の
マ
ナ
ー
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
を
学
び
ま
す
。

 

11
月
18
日（
水
）、19
日（
木
）

※ 

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

 

大
月
市
内

● 

定
員

 

　
12
名（
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
）

● 

申
込
み
締
切
り
　
９
月
10
日（
木
）

※ 

ま
ず
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

い
ず
れ
の
講
座
も
令
和
８
年
度
に
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
、就
業

を
希
望
す
る
原
則
60
歳
以
上
の
方

 

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
８
３
８
３

　特定外来生物である「クビアカツヤカミキリ」の成虫10匹が市内のモモ畑とスモモ畑で発見され
ました。（7月21日現在）
　クビアカツヤカミキリは、幼虫がサクラ、モモ、スモモ、ウメなどの樹木の中に入り込み、内部を食
い荒らすことで樹木を衰弱させ、枯死の原因となり、甚大な影響を及ぼすことが懸念されます。発生
時期は６～８月頃となっています。市内では特にモモ、スモモへの甚大な被害が懸念されています。
　クビアカツヤカミキリは体長２～４㎝ほどで、体の全体が黒色でツヤを帯びています。また、大
きな特徴として名前の通り首元が赤くなっています。
　クビアカツヤカミキリは特定外来生物に指定されており、持ち運びや飼育は禁じられています。
発見次第、その場で駆除してください。また、速やかに農林振興課または峡東農務事務所へご連絡
をお願いします。

 農林振興課　☎32-5092　  峡東農務事務所 農業農村支援課　☎20-2830

出
典
：
埼
玉
県
環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ークビアカツヤカミキリの成虫

詳細は市ホームページで

ご確認ください。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

25 24令 和 8 年 8 月広 報 こうしゅう



市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」　
塩
山
図
書
館 

☎
32
‐
１
５
０
５
／
勝
沼
図
書
館 

☎
44
‐
３
７
４
６
／
大
和
図
書
館 

☎
48
‐
２
９
２
１
／
甘
草
屋
敷
子
ど
も
図
書
館 

☎
33
‐
５
９
２
６

お
問
い
合
わ
せ
先

か
き
す

け ホームページ https://www.lib-koshu.jp/

Y A M A N A S H I  P O L I C E

夏期における水難事故防止のお願い　
  例年、夏期には、湖沼、河川、溜め池や用水路などにおいて水の事故が発生し、
尊い命が失われています。
  特に、この時期は、梅雨の長雨や集中豪雨等の影響で河川が増水し被害に遭うケースがあります。
また、川の近くでキャンプをする場合には、天候や周囲の状況を把握して水の事故に遭わないよう
に注意してください。

● 立入禁止場所へは絶対に入らない。
● 安全な場所で水泳や水遊びなどをさせるときも、必ず保護者などが付き添い監視する。
● 体調が悪いときや、危険区域の指定（警告）がされているところでは絶対に泳がせない。

水の事故から子ども達を守るために

水難事故が発生しないよう皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

大和図書館は蔵書点検、館内整備作業のため下記の期間を休館とさせていただきます。ご理解ご協力をお願いします。
塩山図書館、甘草屋敷子ども図書館、勝沼図書館は通常通り開館していますのでご利用ください。

大和図書館蔵書点検のお知らせ

期　間  8月28日（金）～9月11日（金）　

甘草屋敷のお蔵がお化け屋敷に大変身。楽しいコーナーがまっています！
会　場  甘草屋敷子ども図書館　

甘草屋敷子ども図書館企画展

「おばけの蔵」開催中！ 8月末まで

《夏休みの宿題応援フェア！開催》

読書感想文「課題図書」の扱いについて
多くの方に利用していただけるよう夏休み中の「課題
図書」として「青少年読書感想文全国コンクール」図書・

「夏休みの友」裏表紙紹介図書の貸出制限をさせてい
ただきます。
貸出期間  ひとり1冊1週間

予約制限  ひとり1冊まで

知的書評合戦

ビブリオバトルIN塩山 41
日　時   9月26日（土）午後5時15分～
会　場   塩山図書館 閲覧席　 紹介テーマ   『しょく』 

バトラー（本を紹介する人）を募集しています。紹介
する本は『しょく』にまつわる本です。食・職・色…と

『しょく』にまつわる本をお待ちしています。バトラー
になりたい方は塩山図書館までご連絡ください。
※観戦(見学)の申し込みは必要ありません。お時間までに会場へお越しください。

甘草屋敷子ども図書館

えんがわおはなし会×お父さんのおはなし会
日　時   9月26日（土）午後2時～
会　場   甘草屋敷子ども図書館 えんがわ
申　込   8月26日(水)～塩山図書館まで

秋のお庭でおはなし父さんによるおはなし会を行
います。今回は、英語の読み聞かせもあります。お
はなし会の後はお庭で飛ばせる工作をします。

勝沼図書館 

カムカムクラブ・デジタルライブラリー、作成中！
勝沼図書館子ども読書クラブ「カムカムクラブ」では、今年
も『カムカム･デジタルライブラリー』を制作します！これま
でに制作したVol.0～Vol.5は、図書館で貸し出しているほ
か、YouTubeでもご覧いただけます。ぜひご覧ください！

●8月8日（土）午後2時～
　『オープン・シーズン（約86分）』
●8月9日（日）午後2時～
　『ジュラシック・ワールド炎の王国（約128分）』

会　場  勝沼図書館 視聴覚室
入場は上映開始の10分前からです。
未就学児は必ず保護者同伴でお願いします。

勝沼図書館

夏休みこども映画会 申込不要

大和図書館　

コワ楽
たの

おはなし＆映画会 申込不要

夏にぴったりな怖いお話会でひやっとした後は映画で
お楽しみください。
●8月14日(金)
 　映画『世界名作劇場ふしぎの島のフローネ』
●8月15日(土)
　映画『科学×冒険サバイバル！昆虫世界のサバイバル』

時　間  おはなし会　午前10時～
 映画会　　   午前10時30分～

会　場  大和ふるさと会館 2階 研修室2
 ※映画会からの参加も可能です。

日　時  9月13日（日）午後2時～

会場  甲州市民文化会館　
申　込  8月19日(水)～塩山図書館まで

持ち物  はさみ、定規、両面テープ、水分など

花の飾りのついたペーパーバッグを作成します。ギフトにもどうぞ。

塩山図書館 おとなのためのペーパークラフト教室

『ペーパーバックをつくろう』 要申込

☎0553-22-0110日下部警察署 INFORMATION

こ
の
夏
、放
光
寺
の
所
蔵
品
が

国
立
博
物
館
に
展
示
さ
れ
ま
す
！

　山梨県を代表する真言宗の古刹である放光寺（塩山藤木）の木造愛染明王坐像（国・重要文化財）、
法隆寺金堂西壁阿弥陀三尊図写（市指定文化財）がそれぞれ国立博物館の特別展に出品されていま
す。この機会にぜひご覧ください。

●木造愛染明王坐像
展覧会名  特別展「空海と真言の名宝」
場　所  東京国立博物館平成館

 （東京都台東区上野公園13-9）
期　間  9月6日（日）まで ※休館日や開館時間等、展覧会の詳細は、

　各展覧会の公式ホームページをご覧ください。

特別展ホームページ 特別展ホームページ

●法隆寺金堂西壁阿弥陀三尊図写
展覧会名  特別展「南都仏画―よみがえる奈良天平の美―」
場　所  奈良国立博物館（奈良県奈良市登大路町50番地）
期　間  9月13日（日）まで

＜解説＞

　嘉永5年(1852）に京都知

恩院住職の養鸚徹定（うか

いてつじょう）等が作成し

た、奈良・法隆寺金堂西壁阿

弥陀三尊像の模写で、平成5

年に市指定文化財になりま

した。

　 飛 鳥 時 代 に 描 か れ た 当

時の金堂壁画は損傷があったため、模写は欠損箇所を復元的に描き、鮮

やかに着色を施した作品です。現存する金堂壁画の模写としては最古

のものであり、現物の金堂壁画は昭和24年（1949）の火災で焼失してし

まった現在においては極めて貴重な資料です。

　放光寺へ寄進されたのは慶応3年（1867）に養鸚徹定によるものです

が、その経緯は中萩村出身で江戸幕府の役人を勤めた真下晩菘（ましも

ばんすう）が放光寺に五百羅漢画像を寄進したことに深く感銘し、その

本尊として金堂壁画の模写を寄贈されました。

＜解説＞

　天に向かって

弓 を 引 く「天 弓

愛 染 明 王 」と い

い全国にわずか

3体 し か な い 貴

重 な 仏 像 で す。

その中でも最も

古い12世紀後半

(平 安 時 代 ～ 鎌

倉 時 代)に 製 作

されたもので、明治39年（1906）に国の重要文化

財に指定されました。

　造形の特徴から本尊の大日如来像（国･重要文

化財）とともに京都を中心に活躍した仏師集団

の円派が製作したと考えられています。

27 26令 和 8 年 8 月広 報 こうしゅう
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追加施設名 所在地
塩山郵便局 塩山上於曽326
勝沼郵便局 勝沼町勝沼1416
大和郵便局 大和町初鹿野1676-7

下岩崎郵便局 勝沼町下岩崎1966-1
神金郵便局 塩山上萩原471-2
松里郵便局 塩山上井尻669-6
東雲郵便局 勝沼町休息1560-5

塩山駅前郵便局 塩山上於曽1719-15
道の駅 甲斐大和 大和町初鹿野2248

〒404-8501 山梨県甲州市塩山上於曽1085番地1　☎0553-32-2111　℻0553-32-1818　ホームページアドレス／https://www.city.koshu.yamanashi.jp　メールアドレス／ info@city.koshu.yamanashi.jp
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人口と世帯

昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00

P有

有
料
広
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 総務課 防災危機管理担当　☎0553-32-5041

二輪車事故防止の日

二輪車事故は、ひとたび事故が発
生した場合、死亡や重傷に至るお
そ れ が 高 い 事 故 で す。 夏 の 行 楽
シーズンには二輪車の利用が増加
しますので、安全運転の徹底と交
通マナーの遵守に努めましょう。

8
バ
月 1

イク
9 日は

「二輪車事故防止の日」です。

 環境課 環境対策担当　☎0553-33-4404

　市では、外出中に危険な暑さをしのげる一時避難場所と
して、市内の公共施設などを「涼み処」に指定・開放していま
す。
　今年度から、新たに市内の郵便局8局（簡易郵便局を除く）
および「道の駅 甲斐大和」と協定を締結し、利用できる施設
が34施設に増えました。
　真夏の外出時に暑さや体調不良を感じた際は、無理をせず

「涼み処」で休憩を取り、熱中症を予防しましょう。
※このほかの「涼み処」（全34施設）の一覧はこちらをご覧くだ
　さい。

「涼み処（クーリングシェルター）」に郵便局や道の駅が加わりました！

24時間以内に放送された
防災行政無線の内容を
確認できます。

いまの放送聞き逃した！
そんなときは…
☎0553-33-99000553-33-9900へ!
通話料がかかります

防災行政無線

有
料
広
告




